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目的

• 「他者」と「当事者」双方の目を通してみたイス
ラームと地域の係わりの分析

• アラビア文字による情報検索システムの整備、史
資料のデータベース化

• 次世代のイスラーム研究を担う若手研究者の育成

5つの拠点を結ぶネットワーク
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研究事業
中心拠点

（早稲田大学） イスラームの知と文明 イスラームの知と権威: 動態的研究

アジア・ムスリムのネットワーク

拠点1

（東京大学）
イスラームの思想と政治: 比較と連関

中央ユーラシアのイスラームと政治

中東政治の構造変容

拠点2

（上智大学） イスラームの社会と文化
イスラーム主義と社会運動・民主運動

東南アジア・イスラームの展開

中東政治の構造変容

拠点3

（東洋文庫）
イスラーム地域研究史資料の収集・利用の促進とイスラーム史資料学の開拓

拠点4

（京都大学） イスラーム世界の国際組織 イスラーム世界の国際組織の基礎研究

成果の公開
1. 英文／和文のWebサイト

2. 出版
a. 英文叢書

b. 和文叢書

c. 基本文献訳注シリーズ

d. 一般向け入門書シリーズ

3. 連続講演会
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イスラーム地域研究の未来

• 公開性の維持
　　——研究分担者と研究協力者

• 国際的ネットワークの形成
　　——地域への還元
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